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あいな里山公園の変遷（整備の前後）

　「あいな里山公園情報」は、あ
いな里山公園における公園整備の
状況や市民参加による公園づくり
の様子をみなさんに広く知っても
らうことを目的として、月１回を
目安に発行しています。平成 16年
７月に創刊号を発行し、本号で
第５０号を迎えることになりました。
　６年前のあいな里山公園はとい
うと、至る所に人の背丈ほどの草
が繁茂し、山には鬱蒼とした木々
が生い茂っていました。
　その荒れた土地を市民と国とが
一体となって整備を進め、少しず
つもとの藍那地区の風景に近づい
てきました。
　今では、春にはあちらこちらで
野草が花を咲かせ、秋には木々に
たくさんの実がなり、四季折々の
里山風景が楽しめるようになって
きています。
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■常緑高木
■分布：本州（福島県・新潟県以西）、四国、
           九州、屋久島

ブナ科Castanopsis sieboldiiスダジイ

め
まいな里山　 知識！？あ vol.9

植物編

　黒々と枝を張った巨木。それがスダジイ
です。材が堅く、耐潮性が強く、丈夫であ
ることから大きく育ち、各地で天然記念物
などに指定されています。
　日本の照葉樹林（常緑広葉樹林）を代表
する樹木。雌雄同株。５～６月頃、樹幹に
いっせいに花を咲かせるさまは淡黄色の雲
海のようです。堅果（どんぐり）は翌年に
熟し、生でも食べられます。材は建築や薪
炭材、しいたけのほだ木に用いられます。
あいな亭南側や太陽と緑の道沿いなどで見
ることができます。

日　時：平成２2年 2月 7日（日）10:00 ～ 12:00
場　所：国営明石海峡公園 神戸地区
定　員：先着 40名（2月 2日〆切）
参加費：大人 1500 円（材料費含）こども無料
問合せ：NPO法人あいな育みの会事務局 　中西
           　 TEL&FAX(078)591-2644

～ 食育講座スローフードを学ぼう ～
味噌づくり

イ ベント情報
開催期間
    平成２2年 3月 20日 ( 土 )
        ～ 5 月 30日 ( 日 )  72 日間

淡路夢舞台・国営明石海峡公園を
メイン会場にサテライト会場や
宝探し会場などを全島で展開！

お問合せ：淡路花博 10 周年記念事業実行委員会 TEL(0799)24-2011
詳しくは公式ホームページ　 www.awajihanahaku2010.jp

Events Information 淡 路島国営明石海峡公園から

この情報誌は、環境に配慮したFSC森林認証紙を使用してます。

〒651-1104
神戸市北区山田町藍那字伝庫37
TEL(078)593-3943
FAX(078)593-3944

電子メール　aina@joy.ocn.ne.jp

ホームページ
http://www.kkr.mlit.go.jp/akashi/

国営明石海峡公園事務所 
神戸地区現地事務所

製作・発行

毎月の発行です

↑こちらからダウンロードできます
あいな里山公園は、現在開園しておりません。
許可を受けた市民団体の活動やイベント以外での
一 般 の 公 園 内 の 立 ち 入 り は で き ま せ ん の で
ご注意ください。

　あの阪神・淡路大震災から15年。
今年も神戸市中央区の東遊園地
において、亡くなられた方への
慰霊と追悼、そして震災を語り
継ぐ「阪神・淡路大震災 1 . 17
のつどい」が開催されました。
　この行事では、市内外のボラ
ンティア団体等から寄せられた
6,434 本の竹筒を 1.17 の形に

並べ、ろうそくをともして黙と
うを捧げます。この竹筒づくり
に、あいな里山公園に関わる市
民も協力しようというのがこの
竹灯明台づくりイベントです。
　冬晴れのもと、約 40 名の参
加者が集まり、竹の伐り出しと
加工のグループに分かれて作業
を行いました。竹筒の材料であ
る竹は、樹林にまで拡がってい
る竹を森林整備の一環として伐
採しました。モウソウチクは
かなり大きくなっており、伐採
はスタッフの周到な準備と安全
管理のもとていねいに行われま

した。伐り出した竹はあいな亭
の前まで運んで、みんなで加工。
灯明台として水を入れろうそく
を浮かべるため、節の位置を考
えながらノコギリで斜めにカッ
トしました。
　できた竹灯明台は約 200 本。
「阪神・淡路大震災 1 . 1 7 のつ
どい」関係者の協力を得て、ト
ラックで会場となる東遊園地へ
と運び出されました。
　作業のあとは、スタッフが用
意した具だくさんの汁物であっ
たかい昼食をいただいて、イベ
ントを終了しました。
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竹灯明台づくり
Events 平成 22年 1月 9日（土）
主催：環境ボランティア わかば会
協力： あいな茅葺くらぶ、学半舎 1995、
           あいな炭焼きくらぶ




